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日向灘か ら一 ノ瀬川 を遡 った上流域に位置 します西都市は、九州山地の泉を集

めて流れる一 ツ頼川 。三納川 。三財川等が、その流域に豊かな農地を造出 してい

る風光明媚な内陸都市であ ります。

松本遺跡は、上記 3河川の うち三納チ|!流 域 に拓かれた三納平野の一隅にあ りま

すが、前方後円松本塚古墳考は じめ放基の古墳 も所在 しています。

しか し、この地域 も市民の強い要望による画場整備がすすめ られ、三納川筋土

地改良事業 として、高能率農業 をめざした基盤整備が実施 され ることとな り.開
―   発前における言E録保存措置の必要が迫 られま しだ。

そこで西都市教育委員会は、昭和 61年度に宮崎県 (児 湯農林振興局)の 調査

1   委託 を受 けるとともに.文化庁及び宮崎県の補助 を受け、 7月 下旬か ら発掘調査

を実施 しました。

本書は、その概 要を報告す るものですが、古墳時代の墓制 を知 る事か らもぉ極

めて貴重な資料 とな ります遺構 と遺物が検出されま した。

なお、本調査が無事終了しま したことは、児湯農林振興局 。三納川筋土地改良

区・ 地元地権者・ 基盤整備請負業者等の誠意あるご協力 と、西都原古墳研究所顧

間の斉藤忠先生及びL県文化課担当職員の ご指導 とご協力によるもので、 ここに

衷心か ら敬意 と謝意 を表 します。

昭和 62年  3月 30日

西都 市教 育委 員 会

教育長 篠  原  利  信
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1.本書は、三納地区県営圃場整備事業に伴い、昭和 61年度に実施 した松本遺

跡の発掘調査概 要報告書である。

2,発掘調査は、西都市教育委員会が実施 し、県文化課の協力 もあおいだ。調査

関係者は次の とお りである。
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宮崎県文化課  面 高 主 事 ほか
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所  長  日 高 正 晴

主  事  緒 方 吉 信 (総括 )

主  事  表 方 政 幾

遺物整理    整 理 員  関 谷 憲 子
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3.本 書に使用 した図の作成・ 執筆・ 編集は緒方が行 った。

4 本書の遺物実測は表方が行 った。

5.出 土遺物の整理は、関谷憲子があた り.篠原時江が応援 した。

6.本調査による出土遺物は.西都市歴史民俗資料館に保存 し展示 される。
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にめは

1,調査 に至 る経 過

三納地区県営圃場整備事業は、三納川筋沿いの水田地帯が、一部の整備地域は含まれるものの、

大半は未整理の状況にあり、また農作業道 も狭小な為、農作物の搬出入や大型農機の導入等にも大

きな支障をきたしていた。

そこで、地域住民の要望もあり、一部塀牟田湿田地域を除き、昭和 53年度着工・同62年度終

了計画の基盤整備事業が実施されるにいたった。

このことは、用水源を三納川に求め、さらに各所の溜池によって水不足を補っていた三納平野は、

尋想言祭魯聡曽とし二[竪含帰〔と會そ∴gζF曇琵魯些烏吾をと≧こぞ写写言密♂辛
浅く、稲作

事業計画書の主旨も、現況区画を長辺 75″ ・短辺 40″ を標準区画の水困とし、用排水路も改

修新設し、これを分離して水田の乾田化を図るとしている。

そして、幅員 4″ ～ 5″ の農道は、全線を大型農機 も通行可能道路とし、さらに農地の集団化に

よる経営の合理化や、高度利用による農業経済の安定を図るとされている。

この圃場整臆事業が施行されるにあたり、当初、 61年度工区内に松本塚古墳の陪塚とされる数

基の古墳が所在する事から、埋蔵文化財の破壊が懸念され問題ともなってい∴乳

だが古墳の所在する松本遺跡の地域は、大正 3年から同 8年にかけて設立された三納村耕地整理

組合等により、すでに耕地の整理事業

が実施され、本整備事業では畦畔の変

動程度の事業として、発掘調査の対象

から除外 されていた。

しかし、同事業計画の一部が変更さ

れた事から、昭和 61年度工区内事業

は、湯牟田湿田地の乾田化と主要排水

溝の位置変更により、松本遺跡の保存

にも大きな影響を及ばす結果となった。

そこで県文化課は、県児湯農林振興

局との協議を行い、さらには、三納川

筋土地改良区と西都市教育委員会 も加った 4者の協議となり、事前調査の具体的な検討に入った。

協議の結果は、まづ古墳の保護を最優先させ、現況古墳の周辺等は、事業施行上現状保存が困難

であるとし、排水路線工事によって埋蔵文化財に影響を受ける地域の事前調査を実施することとな

つた。

松本遺跡の近況
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発掘調査は、西都市が県児湯農林振興局からの調査委託を受けた委託事業と並びに文化庁・県教

育委員会の補助事業として西都市教育委員会が実施し、社会教育課内の西都原吉墳研究所が担当し

た。

発据調査期間は、昭和 61年 7月 28日 に着手し、同年 11月 20日 に終了した。

2遺 跡 の位 置 と環 境

西都市は、宮崎県のほぼ中央部に位置し、山地が多く市域面積 437.57扇め約 77%は林野で

占められている。                                  |
市域の平担地形はまた、西方に九州山地彦背負った形容を示し、山地内に湧出し平野部に流出す

る一ツ酒川は、南に位置する三納川と三財川の合流した濁 り川と、市の南域佐土原町境附近で合流

している。

松本遺跡は、18和 19年国指定史跡松本塚古墳、及び昭不日10年県指定の三納吉墳群中、 6基の

古墳を含めた地域であって、西都市大字三納字田中の三納川流域に開かれた水田地帯にある。

この地域は、西都原吉墳群の所在する台地からは南々西 2.2キ ロの位置にあり、さらに松本遺跡

内の松本塚古墳から、北北西 1.5キ ロの洪積層台地には、円墳 38基が所在する通称百塚原がある。

また、百塚原と西都原間は1.5キ ロ程震である事から、この 3地はほぼ三角点で結ぶ事のできる

指呼の間に所在する。

地形的には、九州山地から西都平野に突出した海抜 50″ 程の岬様台地が、南東へ東方へと幾条

ものびているが、その中で西都原台地と百塚原台地とは、その間に山路谷を狭みほぼ平行に延びた

丘陵である。

松本遺跡の所在する地域は、この百塚原台地から南を見下した地域に広がる三納平野の東端に位

置 している。

三納平野には、九州山地内の折戸と洞仙の山中に発した水源が、平野部北辺の長谷で合流し北川

となり、吹山に水源を求めた南川とが札之元で合流し、三納川となって平野部を貫流する。

この三納川が、常時山中の腐蝕土を運び出し、大きく蛇行しながら南東に流れ、三納平野を造出

し吉くからこの地方を潤してきた。

西那市に現存する650基の吉墳は、その大半が洪積層台地上に所在するが、三納平野の東方で、

三納川と三財川とが合流する地点から、東北東凡そ 1キ ロに位置する鳥子古墳 3基 と、松本塚を含

む7基の吉墳だけは、他群筆と異なり沖積層の水田地帯に築造 されている。

松本遺跡は、このように三納川の泥濫地域に含まれる感じが強く、現状 も水田耕作地帯となって

いる。

しかしこの地域は、平野の南端地域を流れる三納川とは凡そ350″ の距離があり、さらに遺跡

と三納川とはかな りの高低差が見受けられ、三納川の現状 も、各所に堰や井堰が設けられる事から、

川底も相当浮上していると認める事ができる。
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本発据調査時においても、この地が水害を被った形跡は認められず、古墳時代の川との高低差は、

かな りであったと想定するに難はなかっ為

三納平野はまた、三納川に伴ない九州山地麓からほぼY字型に開かれているが、その東部に位置

する区域を通称川北平野と称し、この地域が、最 も広域な水田地帯となっている。

そして、その北方が百塚原の丘陵地であり、この丘陵地に、川北平野が大きく湾入する事から、

台地上は馬背形状 となり松本遺跡の近 くまでその状態が続いている。

このように、川北平野の北辺は馬背形の陵線が細く延び、張 り出した枝線 もごく短い事から、こ

の地域に溜池を見る事はできなし、

百塚原古墳群の所在地西方には、県道都農～高岡線が南北に抜け、頂上地は隧道となっているが、

この附近は枝状に張 り出した山地陵線 も多 くまた長い事から、ここより西方には各所に溜池が設け

られ、水不足の三納平野を潤してきた。

川北平野に関係する溜池は、岸見廻・大山田 '寺迫の 3池があるが、この溜池からの取水と易牟

田湿地の自然湧水・それに三納川の水によってこの地域の水田耕作は営なまれてきた。

このような状況下の活路を開いたのが、大正時代の土地改良事業であり、大正 5年及び同 10年

の 1 5 0Hr歩 に及ぶ水田の改良事業や、三納川氾濫防止の護岸制水工事等であって、川北平野の農

地大改革事業は、同時代の人々によってすでに始まっていたと言 う事ができる。

大正 10年の記録によると、当時の三納川は激流で洪水ごとに沿岸耕地は被害を受け、また堰や

堤防も破壊されている。

これらの被害は、九州山地の濫伐に起因すると記され、洪水のたびに護岸行事、あるいは各所に

土砂止めの堰 も新設されていた。

このように、三納川の護岸及び改修工事が行なわれているが、川北平野を完全に潤す事は困難で

あった。そこで九州山地内に開発された寒川ダム (県営発電事業)の取水によって、三納川筋土地

改良事業は計画されている。

なおこの事業は、歴史的には第 2次・第 3次的なもので、本事業の着工は429町歩を擁する地

域住民の永年の悲願が達成されたものと言う事ができる。
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Ⅲ 調 査 の 概 要

1.調査 区 の設 定 と概 要

この調査は、昭和53年度から三納川筋の土地改良事業が施行されるにあたう、昭和61年度工

区内に松本遺跡が所在する事から、県児湯農林振興局並びに三納川筋土地改良区と協議の結果、事

前に発掘調査を実施することとなった。

調査対象地となった松本遺跡は、県道高鍋～高岡線の要・三財間にある清水岐れ道からも西方に

向った市道三納線のほゞ中間部に位置し、道路の北狽1に所在する4基の吉墳周辺 3,000柄を調査

区として設定した。

松本遺跡を、埋蔵文化財包蔵地として設定したのは、昭和 60年 8月 の遺跡詳細分布調査による

もので、当時期は、水稲作付中の刈取 り前であった事から、水田地内の土器片箸遺物散布の確認が

できなかつた。

しかし、附近の民家周辺からは土師器片等の遺物が散布し、さらに、点在する吉墳が異形状で保

存される事から、各百墳の基低部が遺物とともに埋蔵されるとして設定したものである。

発掘調査は、昭和 61年 7月 28日 から着手した。途中農繁期及び金行事等で休止期間を置いた

が、試掘作業を8月 1口 に終らせ、 8月 25口 から11月 20日 の間に本調査を実施 し∴Ъ

工程は、まづ 24号墳・ 25号墳・ 20号墳・ 21号墳と、llk次古墳サイ ドに トレンチを入れ、

遺構遺物の所在を確認した。

その内24号墳は、古墳西側に長 20″ 程・幅 1.5″ の トレンチを入れて調査し、 トレンチ内か

ら円筒埴輪片・葺石と想定 される石、並びに周溝と思われる遺構が北端部に確認された。

なお、その他の試掘状況はlllk次 次項に譲るとして、土地改良事業が同時にすすめられていた事か

ら、遺構発見の可能‖とを考慮して随時に見廻 り、遺跡等の所在確認 も怠らなかった。

2.20号墳の遺構と遺物

東方に前方部を持つ本古墳の試掘調査は、南側に3本の トレンチを南北に入れ、絶 基低部の位

置及び埴輪片散布を確認する。 しかし、雨水を溜めた水田地の層位から排水が湧 き、周溝確認まで

は至 らなかった。

また20号墳 (帆立貝式)は、水田地域の北方端に位置し、調査地との高低差は凡そ 40例と一

段高くなった水田地に構築され、北方 50″程で松本原台地の山裾に達する。

この吉墳が所在する水田から北方は、圃場整備の対象外地であり、南狽」の農道を除した水田迄

(調査対象地)圃場整備事業が実施される。

なお調査対象地には、幅 9″ ・深さ3″ の素掘 りの排水溝が計画されている事から、発掘調査を
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実施する事となったものである。

調査の結果は、幅 5.5″ ・深さ15″ 程の周溝が検出され、基台上の葺石散乱や埴輪片の散布 も

見受け、さらには、基低部の葺石列等を検出した。

遺物は、円筒埴輪片 1,979点・須恵

質埴輪片 73点・須恵器片 3点、木版 1

点が出土したものの、大正時代の耕地整

理によるものか、遺物の完形品は倹出さ

れなかった。

現状墳丘の規模は、全長 27″ 、後円

部径 18.35塑 ・高さ3.5″ 、 日∬ラ▼部は

小さく長さ41″ 、クビレ部幅 42″ ・

高さ1.2″ 、前方部幅 28″ ・高さ13

″である。

なお、現状古墳の基低部から埋蔵地の
20号墳遺構の検出

基低部間には、凡そ 4.3″ の差異が認め られ、現状墳丘径に 4.3_″ を加えると、 2265″ とな り、

全長か ら前方部 412を 差引 くと、後円部径は 23″ 程 と推定する事がで きる。

3.21号墳の遺構と遺物

この吉墳は、 1基だけ他古墳から孤立し、松本塚古墳前方部より北西 450初 に位置した円形墳

であり、現状規模は径 20凛 ・高さ35″ あり、墳丘上に葺石は確認されない。

試掘調査は、墳丘の東西南北にそれぞ

れ トレンチを入れて行 ったが、遺物の発

見はなく、周溝 と推定 される遺情が確認

された。

本調査では、古墳周囲の排土作業か ら

着手 し、凡そ 25帥程掘 り下げた地層に

基台が検出 された。

検出基台の規模 は、墳丘基低部か ら東

方へ 6ヵ ・西方 tと 5.5″ ・南方 |こ 65″

北方に 4.5″ が確認 され、基台か らみた

古墳の径は凡そ 30″程になる。

なお基台検出後は、周溝調査を実施し、その結果、幅凡そ 10″ ・深さ60～ 8 0 clR規模の周溝

が検出された。

遺物は、他吉墳から倹出した埴輪片・葺石は発見されないが、須恵器片 5点・土師器片 118点、

21号墳の周溝 トレンチ
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さらに、東部周溝の墳丘基低部落ち込み個所から、木器 (鋤)1点分が検出された。

4。 24号 墳 の遺 構 と遺物

24号墳は市道に最 も近 く、距離は30″ 程であるが、東方の松本塚吉墳とは60″程しか離れ

ていない。いわゆる同墳の陪塚 と見なす事ができる。

調査は、試掘時に確認した基台及び周溝を中心とする調査で、古墳中心の南北線から西狽」の表土

排除から開始した。

水稲耕作地の表土を、凡そ25～ 3 0 crt掘 り下げると基台が検出された。その広がりは墳丘基低

部から東45″ ・西5.5″ t南 6.1″ ・北2.6れ を計測した。

なお現況古墳の規模は、概lSe東西 5.5″ ・南北 7.3″ 。高さ21″ である。 これに埋蔵地検出の

基台を加えると、築造期の墳丘径は南毛で 16″ となる。

さらに、検出した基台の外俣Iに は、幅 25～ 3.0″ ・深さ40～ 50伽の周溝が廻らされ、ほゞ

原況に近い状態で倹出された。

遺物は、遺構の全面に主に円筒埴輪片

が散乱し、検出基低部近 くには、円筒埴

輪列位置を示すこまとまった量の埴輪片

が各所に検出された。

また、基台縁辺部から周溝内にかけて

は多量の葺石が検出されこ築造期の配石

状態を見る事ができるとともに、遺物 も

この部分から多く出土している。

出土遺物は、円筒埴輪片 7,956点・

須恵質円筒埴輪片 428点・須恵器片
24号墳遺構の遺物出土状況

580点・陶磁器片 14点であるが、周

溝西方壁には、早期に墳丘基低部が崩壊

し周溝に流入したと推定できる様本目を示

し、須恵質円筒埴輪が口縁部から上部の

みを破損した、ほ 完ゞ全な形で壁面にも

たれかゝって検出された。

この埴輪は、復原すると朝顔型円筒埴

輪であるが、天口乾燥時か窯内焼成時に

変形したものか、円筒部の両側が凹み胴

部が狭小している。なおクビレ部から上

部の破片は附近か ら出土している。
24号墳の周溝検出
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5.25号 墳 の遺 構 と遺 物

25号墳は、 24号墳の北北東凡そ80″ に位置し、周囲は水稲作付中である事から、北方の周

溝所在推定地のみに トレンチを入れて確認した。

以下、方位については概略なものであるが、古墳の現況は、概して北西に長 く長径 5。 2″ t短径

3.5効 の変形した円形墳である。

本調査では、墳丘長軸の中央線上から西方をA区・B区 とし、その北側をA区 としてセクション

ベル トで分岐した。 さらに東部をC区 とした。

墳丘周囲の稲刈 り終了後、まづA・ B区の表土除芸から作業を開始し、地表面より20～ 2 5 cln

堀 り下げた位置に基台が検出された。

25号墳遺構の検出

その広が りは、墳丘長軸を南北線 と概

した場合、東 322・ 西 47″ ・南 4.1

″・北 22″ を検出し、築造期の墳丘規

模は 11.4Й ～ 115″ の円形墳であっ

た事を示 している。

なお、本墳 も24号墳 と同様幅 27ヵ

～ 302・ 深 さ40∽～ 60c12の周溝が

廻 らされている。

遺構検出の概要は、A区が墳丘基低部

附近か ら周溝内に葺石が多量散乱 し、周

溝外壁 も確認 され規模についても計測で

きた。 しかし基台上からは、表土即耕作土層であった事から、葺石残は見受けられず、遺物小破片

が少量散布する程度の状況であった。

なお、周溝外には円筒埴綸片と推定され′る小片が無数に散乱 し、周溝内には葺石とともに、須恵

質円筒埴輪片及び赤褐色埴輪片が多量に検出された。

B区は、墳丘上の葺石が整然とした形

状で周溝に流れ込み、基台からはA区同

様遺物等は検出されなし、 遺P/」 は北辺の

周溝内に集中し、地面からは少量散見さ

れたのみである。

また、周溝は中心部から外壁部にかけ

て消滅し、北辺セクションベル ト近 くか

らの外壁は、外側に大きくカーブした攪

舌と層となっている。

C区は、圃場整備62年度工区である

事と、同事業による地表面の変動はない
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事から、墳丘規模の確認と基台端の周溝落ち込み位置迄の調査で終 らせ、その外側は幅 15″・長

452の トレンチ調査で周溝外壁位置確認彦行った。 しかし攪乱層 となっている事から確認はでき

なかった。

葺石 もわずかに周溝部へ流入し、遺物 も各所に少量発見されたのみであらた。

遺物は、円筒埴輪片 7,267点・須恵質円筒埴輪片 732点・須悪器片 5点・陶磁器片 6点・古

銭 (寛永通宝)4点が検出された。

6.松本遺訪 1号の遺構と遺物

この遺跡は、 21号墳北東凡そ30ヵ の位置に、圃場整備作業中の見廻 り時に発見した遺跡の一

部と推定できる遺構である。

そこで、松本遺跡 1号 としたが.遺構は古墳周溝の一部として調査し、水田耕作地表面から凡そ

2 5 cll程堀 り下げた層位に検出された。

方位は、北西に向ってわずかな楕円形を示し、遺構の規模は、幅 0.85～ 1.95″・深さ20～

25帥・長さ6.8″ 程であり、北西端の床面及び壁面に土器片が検出された。

遺物は、遺構内から土師器片 26点 `須恵器片 14点、遺構外からは重機によって移動したと推

定できる須慮器片 196点を一括採集した。

なお同遺構の内側地面は、すでに深さ50～ 7 0cv堀 り下げた採土地で、遺物は散布したが遺構

の痕跡は残されていなかった。

松本遺跡 1号の遺構
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猛 遺構・遺物の実測図

24号墳遺構実測図

―

B Ｉ
∞

―

∞

＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼
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⑤ 
｀
【__Lds

松本遺跡 1号及び三納古墳群第20号・ 21号周囲出土遺物

8寄チ膝暮墓;:絵奈醤歓i言    L一生型砕
③円筒埴輪 (須恵質)・ 20号墳
①円筒埴輪・ 20号墳
⑤壷 (■師わ 。21号墳
⑥壺 (上師紳 ・ 21号墳
⑦木器 (鋤)121号墳       ―■―



③

o    5   10れ

―

三納古墳群第盟号・ 25号周囲出土遺物

③朝顔型円筒埴輪 (須恵質)・ 24号墳
③円筒埴輪・ 24号墳
⑩円筒埴輸・ 25号墳
①円筒埴輪 (須恵質)・ 25号墳
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8.図  版

攣轡 堪

① 松本遺跡 1号出土須恵器片

② 20号墳出土円筒埴輪片

③ 21号墳周溝出土木器

① 21号墳出土 土師器片

③ 24号墳出土円筒埴輪

③ 24号墳出土須恵質円筒埴輪

⑦ 24号墳出土円筒埴輪

③ 25号墳出土円筒埴輪

③ 25号墳出土須恵質円筒埴輪
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Ⅲ ま と め

本年度、三納地区県営圃場整備事業の実施に伴い、松本遺跡の発掘調査を西都市教育委員会が、児

湯農林振興局並びに三納川筋土地改良区の協力を得て実施した。

この調査は、松本遺跡内に所在する古墳の発掘調査ではなく、古墳周囲の埋蔵部検出、さらには遺

跡内の遺構所在を確認し、記録保存の措置を請ずる緊急発掘調査であった。

調査区内の吉墳は、Fg和 19年 12月 15日 付・宮崎県指定史跡三納古墳群 70基の内、 20号・

21号 。24号・ 25号墳の 4基である。

この調査において、 20号墳・ 24号墳・ 25号墳は、同遺跡内の前方後円松本塚古墳の陪塚と推

定できるが、群から離れて孤立する21号墳は、革独古墳と見なした方が穏当のようである。

調査ではまた、上記陪塚 3基の検出基台が一部に攪乱は見受けられるけれども、大部分が原形のま

ま遺存していた事はまことに幸いであり、なお多量の円筒埴輪片が出土した事は、本墳の松本塚古墳

編年考察にも関連 し、有力な資料を提供したことになる。

それでは、llk次発掘調査を実施した各古墳周辺の遺跡について論述してみたい。

まづ最初に取 り上げるのは、筆稿の都合上24号墳遺跡であるが、調査の結果、円形基台上や周溝

側面、及び内部から葺石と混在して全面に円筒埴輪片が検出された。

その大半は赤褐色の埴輪片であるが、興味あるのは、硬質の須恵質埴輪片が散見できたことである。

中でも、周溝内から出土した須恵質朝顔形円筒埴輪は、今回の調査における自眉ともいえるもので、

日向における極めて貴重な円筒埴輪の出現であったと言う事ができる。

また、その焼成が堅緻である事から、川西宏幸氏らは、須恵器窯と同じ穴窯によって焼かれたとさ

れているが、この埴輪の胴部に 1次タテハケ 。2次 ヨコハケの調整 も施されている事から考慮し、須

恵質の朝顔形円筒埴輪としては、全国的にみでも早い時期のものではないかと推測される。

さらにこの埴輪は、その胴部にみられる突稽状のタガが台形状を呈しており、全面に散布した赤褐

色の円筒埴輪片のタガよりも、明確な台形になっている。

ところで、赤褐色円筒埴輪の突帯状タガは、少し低めの台形を呈しているものが多く、外面調整 も

タテハケになっている。

次いで、 24号墳の北側に位置する25号墳からも、 24号墳同様円形基台に周溝がめぐらされ、

その一稽から円筒埴輪片が多量に散布していた。

そして、この遺跡からは、北辺周溝部を中心に須恵質埴輪片が検出されたが、その突帯状のタガは、

24号墳の遺物同様台形状を呈している。

しかし、赤褐色埴輪片になると、タガも全般的に低めとなり、タガと埴輪全体との接着もいくらか

粗野になっている。

また、この 25号墳遺跡からは、朝顔形円筒埴輪とする破片は認められなかった。

20号墳は、 25号墳の北西に隣接するが、形式は、この地方に少ない帆立貝式の吉墳であり、調

-14-



査は、耕地整理工区の関係で南側のみの発掘調査で終った。

ここでも、 24号・ 25号墳と同様円筒埴輪片が検出されたが、須恵質円筒埴輪の突帯状タガは台

形状を呈し、赤褐色円筒埴輪のタガは、 24号墳出上のものよりやや退化している。

以上 3基の吉墳からはずれ、西方に孤立した 21号墳調査では、周辺から少量の上師器片・須恵器

片 。それに木器 (鋤)1点が出土しているが、埴輪片は全く発見されていなし、

なお、階塚 3基の遺物には土師器片が全く発見されず、須恵器片も少量検出されたのみで、いまだ

整理調査も行っていない事から、陪塚出上の円筒埴輪の観点のみで、年代的な考察を試みてみたいと

思う。

そこで、一応考えられる時期的序列としては、 24号墳～ 20号墳～ 25号墳と推定されるが、20

号墳と25号墳とでは、編年的に時期差はないようであり、前後関係で 20号墳がわずかに先行する

だけのものである。

また、 20号墳及び25号墳と24号墳の関連では、 24号墳が、 1次・ 2次のハケロ調整を有す

る須恵質朝顔形埴輪が出土 している事から、 20号・ 25号の両古墳より築造年代は遡ると思われる。

ところで、この 3基の陪塚についての編年であるが、まだ全体的な資料調査 も行っていない事から、

明確な時期的考察は後の調査報告書において論述したいと思う。

そこで、推測される年代としては、 24号墳を5世紀後半前葉未頃とし、それに続 く20号墳と25

号墳を、 5世紀後半後葉頃と比定したいと考える。

そして、 3基のグループからはずれた 21号墳については、編年考察がむつかしいが、 24号墳築

造時期よりは遡 り得ないと推測される。
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